
 

令和 3 年度予算案における一般会計の予算額は、732 億 4,227 万 6 千円で、前年度と比較すると 10 億 5,780 万円(1.5%)の増で

す。これは、新型コロナウイルス感染症や待機児童対策、児童・生徒 1 人 1 台の学習用タブレット端末の運用などによるもので、

過去最大の規模となりました。 

3 月 12 日～3 月 19 日の日程で予算審査特別委員会が開催されましたが、おばた和仁も予算審査委員会の委員を務めました。質

疑の結果、令和 3 年度の一般予算は、賛成多数で可決されました。所属会派（三鷹民主緑風会）としても、以下の 10 項目の付帯

意見を市側に申し上げ、本予算案に賛成しました。今後は付帯意見の実現に向け、引き続きしっかり取り組んでいく所存です。 

① 各事業を実施するにあたり、クラウドファンディングの活用を検討すること。 

② プレミアム付商品券の再発行を含め、新型コロナ感染症に関連する地域経済対策を引き続き行うこと。 

③ 新たな市民参加の実践については、参加した市民が単に市の下請機関にならず、誇りと喜びをもって市政運営に参加できる

ような仕組みを構築すること。また、その取組が、これからますます重要となる共助の新たな幕開けとなり、市と地域コミ

ュニティ等との実効性の高い協働の関係を築くこと。 

④ 在宅子育て支援の観点から、一時保育を実施する認可保育園を拡充すること。 

⑤ 学童保育所で待機児童が発生しないよう事前に策を講じるとともに、それでも待機児童が発生しそうな場合には、地域子ど

もクラブや校庭・教室・図書館開放などの活用を含め、対策を講じること。 

⑥ 引き続き新型コロナウイルス感染症への対応策を行うとともに、ワクチン接種については、迅速かつ効率的に実施できるよ

う準備を進めること。 

⑦ 市民のために、三鷹市医師会に対し、PCR 検査実施医療機関やコロナ外来を設けている医療機関の公表をお願いすること。

また、無症状患者対策として、PCR 検査の拡充や検査コスト削減策を検討すること。    

⑧ 新型コロナウイルス感染症に罹患し、自宅療養になってしまった市民に対する市としての支援策も構築すること。  

⑨ 子どもたちが伸び伸びとボール遊び等のできる公園の拡充を図ること。   

⑩ 災害時在宅生活支援施設については、早急に市内全域に拡充すること。   
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また、おばた和仁が一般質問等でかねてより主張してきた以下の諸施策が令和 3 年度予算で実現しました！ 

◎自転車 TS マーク付帯保険加入助成事業は、効果や実績を踏まえ廃止が決定 

◎子どもの権利を含めた人権基本条例（仮称）の制定に向けた取組開始  

◎コミュニティバスルートの抜本的見直し 

◎利用率の低い駐輪場の一部廃止 

◎内部統制に関する方針の策定及び体制整備  

◎児童・生徒に一人一台タブレットの配布（コロナ禍により令和 2 年度中に実現） 
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詳細は市ホームページでご覧いただけます。 

 市の施設である川上郷自然の村は、令和元年の台風 19 号で裏山の土砂崩れにより体育館などが大きな被害を受けました。保

険は、全国市有物件災害共済会に加入していましたが、共済会から「水害」との認定を受けて、体育館損害額の 50％しか支払わ

れないことになりました。（※共済会の規定では、「水害」の場合、損害認定額の 50％しか支払われません。）

このため、市は令和 2 年度の歳入明細で、体育館の損害額の 50％に当たる 6,000 万円を川上郷自然の村災害共済金収入見込み

額として提示しました。おばた和仁は、災害発生後、直ちに現地の災害状況を視察した会派幹事長の谷口としや議員から詳細な

災害状況の報告を受けていましたので、本件は「水害」はなく、「土砂崩れ」であり 50％カットは共済会側の事実誤認ではない

かとの疑問を持ちました。（※土砂崩れ認定の場合は、水害認定と異なり５０％カットはなく、100％補償となります） 

令和 2 年の予算審査特別委員会で、このことを指摘し、市有物件共済会と再交渉すべきである旨を市に問いただしました。直

ちに市も動いていただいた結果、50％カットのない「土砂崩れ」主張が認められました。今般、令和 3 年 3 月の市の臨時収入報

告で、共済金認定が 1 億 3,600 万円へアップ（100％補償）することなったことも明らかになりました。 

本件は、会派内連携とおばた和仁の損害保険会社での経験を活かせた事例です。市政をチェックする側の議員は、専門性を高

めることも重要であることを改めて認識する事例となりました。
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